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支
部
だ
よ
り

【
東
京
支
部
総
会
】

【
原
町
支
部
】

【
小
高
支
部
】

小
高
支
部
の
誇
り

「
原げ

ん

 き

 か
い

九
会
」に

　
　
参
加
し
て

～
立
ち
上
が
ろ
う 

福
島
～

同
窓
生
の
絆
で
継
承
さ
れ
て
30
年

　

平
成
二
十
五
年
の
十
月
、
三
連

休
最
後
の
十
四
日
、
恒
例
の
原
高

同
窓
会
東
京
支
部
の
集
い
が
、
上

野
公
園
内
の
精
養
軒
で
開
か
れ
た
。

　

こ
の
日
は
秋
な
の
に
、
ま
だ
夏

の
暑
さ
が
残
っ
て
い
た
。
十
一
、

十
二
日
は
東
京
都
心
で
三
十
度
を

超
し
、
観
測
史
上
最
も
遅
い
〝
真

夏
日
〟だ
っ
た
と
新
聞
は
報
じ
る
。

集
う
仲
間
に
半
袖
シ
ャ
ツ
姿
が
見

ら
れ
た
の
が
、
ほ
ほ
え
ま
し
か
っ

た
。

　

十
二
時
ち
ょ
う
ど
、
司
会
の
川

鍋
氏
に
よ
り
、
昨
年
の
総
会
以
降

に
亡
く
な
ら
れ
た
同
窓
生
へ
の
黙

祷
か
ら
、
会
が
開
か
れ
る
。

　

高
橋
さ
ん
の
開
会
の
辞
、
古
室

支
部
長
挨
拶
、
議
事
に
入
り
、
役

員
の
改
選
で
新
支
部
長
は
十
一
回

卒
の
紺
野
政
弘
氏
に
な
っ
た
と
の

報
告
が
あ
る
。
続
い
て
渡
辺
同
窓

会
会
長
、
校
長
代
理
の
増
子
教
頭

が
挨
拶
。
校
長
が
こ
ら
れ
な
か
っ

た
の
は
、
娘
さ
ん
の
結
婚
式
の
た

め
…
に
は
、
み
ん
な
ニ
ッ
コ
リ
。

　

こ
れ
ま
で
の
挨
拶
に
も
東
日
本

大
震
災
復
興
へ
の
熱
意
あ
る
言
葉

が
発
せ
ら
れ
た
が
、「
３
・
11
災

害
の
復
旧
・
復
興
の
現
状
」
と
題

し
て
の
林
秀
之
南
相
馬
市
建
設
部

長
の
話
に
は
、
す
べ
て
の
出
席
者

が
緊
張
の
し
っ
放
し
で
あ
っ
た
。

　

最
後
は
山
岸
先
生
の
進
路
・
部

活
等
の
報
告
。
町
に
子
供
が
い
な

く
な
っ
た
―
―
と
ち
ょ
っ
と
淋
し

げ
。
進
学
、
入
校
の
先
々
を
憂
慮

さ
れ
る
の
も
も
っ
と
も
と
思
う
。

　

ま
た
、
ど
な
た
の
話
で
あ
っ
た

か
、
映
画
「
土
徳
流
離
」
へ
の
支

援
依
頼
の
一
幕
も
あ
っ
た
。
こ
れ

は
震
災
に
遭
っ
た
相
双
地
方
を
主

舞
台
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

も
の
。
私
も
昨
年
九
月
、
同
じ
く

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
相
馬

看
花
」
を
み
た
こ
と
が
あ
る
。
映

画
を
観
終
わ
っ
て
出
口
で
出
会
っ

た
の
が
監
督
の
松
林
要
樹
氏
、
有

難
う
、
と
こ
ち
ら
か
ら
礼
を
い
う

と
求
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
サ
イ

ン
を
し
て
く
れ
た
。
今
後
の
「
土

徳
流
離
」の
活
躍
を
見
守
り
た
い
。

　

こ
の
日
、
私
は
十
時
前
に
上
野

に
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
都
美
術

館
で
の
「
タ
ー
ナ
ー
展
」
に
入
る
。

Ｊ･

Ｍ･

Ｗ･

タ
ー
ナ
ー
は
風
景

画
家
の
第
一
人
者
と
し
て
名
高
い

人
で
、
英
国
水
彩
画
の
巨
匠
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
展
示
絵
の
な
か

の
《
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ハ
ロ
ル
ド
の

巡
礼
―
イ
タ
リ
ア
》
に
目
を
吸
い

つ
け
ら
れ
る
。
画
面
は
縦
一
四
二

×
横
二
四
八
セ
ン
チ
と
大
き
い
。

そ
の
左
側
河
岸
に
一
本
の
松
の
木

が
立
つ
。
絵
を
前
に
し
て
ド
キ
リ

と
す
る
。

　

３
・
11
で
生
き
残
っ
た
陸
前
高

田
の
〝
奇
跡
の
一
本
松
〟
で
は
な

い
か
―
と
。
七
万
本
も
あ
っ
た
そ

の
中
の
一
本
だ
け
が
残
っ
た
の

だ
。
そ
の
後
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
復
原
さ
れ
た
が
…
。

　

世
情
に
は
ま
だ
ま
だ
大
震
災
へ

の
思
い
が
渦
巻
く
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
決
ま
っ
た
と
き
、
海
外

向
け
と
は
い
え
「
原
発
状
況
は
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
」
と
言

っ
た
安
倍
首
相
、「
脱
原
発
」
発

言
を
続
け
る
小
泉
元
首
相
ら
へ
の

思
惑
は
重
く
人
々
に
の
し
か
か
っ

て
い
る
。
皆
も
そ
ん
な
思
い
を
抱

き
な
が
ら
の
同
窓
会
参
加
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。

　

懇
親
会
に
移
る
。
開
会
の
挨
拶

を
さ
れ
た
植
田
氏
、
懇
談
が
始
ま

る
と
、
唄
い
出
し
て
く
れ
た
の
が

数
々
の
相
馬
民
謡
、
そ
れ
も
い
く

つ
も
あ
る
丸
い
テ
ー
ブ
ル
を
大
声

で
元
気
に
歩
き
ま
わ
っ
て
―
。
来

賓
を
含
め
出
席
者
百
三
十
名
近
い

人
々
の
気
分
が
ほ
ぐ
れ
た
の
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

　

宴
た
け
な
わ
。
ビ
ー
ル
の
も
の

足
り
な
さ
を
感
じ
た
私
、
水
割
り

ウ
イ
ス
キ
ー
を
自
分
で
持
ち
運
ぶ

こ
ろ
、
舞
台
に
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
上
が

っ
て
く
れ
た
の
が
練
馬
ア
カ
デ
ミ

ー
合
唱
団
。
男
女
十
二
人
ほ
ど
が

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
、
花
は
咲
く
、
ふ

る
さ
と
、
南
相
馬
市
民
の
歌
…
な

ど
の
明
る
い
美
声
が
ホ
ー
ル
に
流

れ
る
。
こ
の
合
唱
団
の
代
表
は
十

回
卒
の
冨
永
さ
ん
。

　

最
後
に
登
場
し
た
の
が
四
回
卒

で
、
こ
の
会
に
招
待
さ
れ
た
高
野

秀
雄
氏
。
浪
江
で
遭
難
し
、
以
後

南
相
馬
、
新
潟
、
埼
玉
、
東
京
な

ど
九
か
所
を
転
々
、
い
ま
は
福
島

市
に
住
む
。政
府
や
電
力
会
社
は
、

原
発
は
安
全
だ
と
言
い
続
け
て
き

た
の
に
、
人
々
が
普
通
に
暮
ら
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
汚
染
さ
せ
て
し

ま
っ
た
の
だ
。

　

歌
っ
て
く
れ
た
の
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
「
ブ
ン
ガ
ワ
ン　

ソ
ロ
」。

は
て
し
な
き
／
流
れ
に
遠
き
／

昔
を
聞
か
ん･････

　

―
―
流
浪
の
思
い
が
滲
む
。
あ

と
か
ら
、
あ
の
美
し
い
歌
声
を
た

ず
ね
る
と
、
地
元
の
浪
江
混
声
合

唱
団
で
三
十
年
ほ
ど
歌
っ
て
い
た

と
い
う
。
み
ん
な
、
し
ん
み
り
と

聞
き
入
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な

い
。　
　

但
野　
廣
（
四
回
卒
）

　

こ
の
度
、
昨
年
の
支
部
総
会
に

て
支
部
長
を
拝
命
任
い
た
し
ま
し

た
紺
野
で
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
御

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
就
任
に
あ

た
り
、
長
年
支
部
の
発
展
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
古
室
支
部
長
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
達
支
部
会
員
は
、
32
年
前
、

何
の
就
職
先
も
無
い
故
郷
か
ら
、

普
通
科
の
者
は
学
力
を
付
け
進
学

す
る
為
、
商
業
科
の
者
は
努
力
し

資
格
を
付
け
就
職
す
る
為
上
京
し
、

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
多
少
落
ち
着
き

つ
つ
あ
る
時
、
馬
場
（
相
一
）
佐
藤

（
相
一
）
大
澤
（
相
三
）
を
中
心
に
、

高
橋
（
原
二
）
達
が
昭
和
29
年
に

作
っ
て
い
た
同
郷
会
を
発
展
解
消

さ
せ
支
部
会
結
成
を
企
画
。
二
本

松
（
原
八
）
が
勤
務
す
る
中
野
サ

ン
プ
ラ
ザ
前
に
、
約
30
名
（
当
時

43
歳
の
私
が
最
年
少
）参
集
し
た
。

ま
ず
、
支
部
事
務
所
を
三
輪
（
原

八
）
が
社
長
を
し
て
い
る
会
社
に

設
置
、
全
員
で
名
簿
集
め
開
始
。

同
窓
生
以
外
に
福
島
県
出
身
の
国

会
議
員
の
方
々
の
応
援
を
得
て
、

特
に
斎
藤
邦
吉
先
生
秘
書
・
高
橋

彰
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

翌
年
三
〇
〇
名
以
上
の
同
窓
生
が

参
加
し
た
第
一
回
支
部
総
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
以
来

30
年
同
窓
生
の
絆
で
継
承
さ
れ
て

い
る
。
在
校
生
の
野
球
部
が
関
東

遠
征
に
来
る
と
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
手

塚
（
原
二
）・
打
田
（
原
八
）
が

呼
び
か
け
応
援
、
県
大
会
に
は
郡

山
の
開
成
山
球
場
ま
で
応
援
に
、

春
高
バ
レ
ー
に
は
在
校
時
代
応
援

団
長
だ
っ
た
秋
葉
（
原
八
）
掃
部

関
（
原
十
二
）
を
中
心
に
代
々
木

第
一
体
育
館
に
参
集
応
援
し
た
。

残
念
な
の
は
未
だ
甲
子
園
・
京
都

駅
伝
応
援
に
行
け
な
い
こ
と
か

な
？
私
達
支
部
は
毎
年
の
活
動
事

項
で
ど
う
し
た
ら
後
輩
た
ち
の
支

援
で
き
る
か
が
最
重
要
議
題
で
あ

る
。
先
の
震
災
支
援
活
動
で
は
、

古
室
支
部
長
の
基
、
支
援
活
動
し

た
が
、
何
か
も
っ
と
支
援
出
来
な

か
っ
た
だ
ろ
う
か
？
今
で
も
反
省

し
て
い
る
。
但
し
若
い
仲
間
が
活

動
に
参
加
し
て
く
れ
て
支
部
継
承

に
明
る
い
希
望
が
出
て
き
た
。

　

本
日
は
卒
業
式
と
か
、
私
達
Ｏ

Ｂ
は
、
無
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
・
城
を
つ
く
り
、
あ
る
い
は
つ

く
り
つ
つ
あ
る
。
君
達
も
自
分
の

能
力
を
信
じ
、
努
力
し
邁
進
し
て

下
さ
い
。
東
京
支
部
は
今
年
も
十

月
十
三
日
上
野
精
養
軒
で
支
部
総

会
・
懇
親
会
を
行
い
ま
す
（
新
卒

者
無
料
）。
是
非
参
加
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
文
中
、

先
輩
方
に
敬
称
略
し
、
失
礼
致
し

ま
す
。）

東
京
支
部
長　
紺
野　
政
弘

（
十
一
回
卒
）

　

平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
四
日

（
土
）、
三
年
振
り
に
原
九
会
（
元

気
か
い
）
が
南
相
馬
市
の
も
り
の

湯
で
開
催
さ
れ
た
。
本
来
な
ら
二

年
ご
と
に
開
か
れ
る
筈
で
あ
っ
た

が
大
震
災
の
影
響
で
一
年
の
び

た
。
未
だ
交
通
ア
ク
セ
ス
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
考
え

る
と
二
十
人
も
集
ま
れ
ば
成
功
か

な
と
思
っ
て
い
た
が
、
二
十
四
人

も
集
ま
っ
た
の
に
は
少
し
驚
か
さ

れ
た
。
恩
師
と
二
十
三
人
の
物
故

者
に
黙
祷
を
捧
げ
た
あ
と
、
今
回

は
特
に
大
震
災
に
よ
る
南
相
馬
市

内
の
被
災
状
況
を
青
木
紀
男
君
が

被
災
マ
ッ
プ
や
写
真
を
使
っ
て
詳

し
く
説
明
し
て
く
れ
た
。
あ
ら
た

め
て
被
災
状
況
を
再
認
識
す
る
と

共
に
、
復
興
の
遅
れ
に
心
が
痛
む

思
い
が
し
た
。
次
い
で
、
原
九
回

皆
勤
賞
の
北
原
時
夫
君
が
貫
禄
の

あ
る
声
で
乾
杯
の
発
声
。
懇
親
会

に
入
る
。
一
一
九
人
の
仲
間
が

二
十
三
人
減
っ
た
こ
と
、
頑
張
っ

た
昔
の
仕
事
の
こ
と
、
現
在
の
自

分
や
家
族
の
こ
と
、
健
康
の
こ

と
、
出
席
出
来
な
か
っ
た
仲
間
達

の
こ
と
な
ど
話
題
の
大
半
は
他
愛

の
な
い
も
の
だ
が
、
人
生
七
十
五

年
も
生
き
て
い
る
と
似
た
様
な
こ

と
が
お
互
い
に
あ
る
も
ん
だ
な
ぁ

と
共
感
に
つ
な
が
っ
て
、
次
か
ら

次
へ
と
話
し
が
は
ず
む
。
会
の
終

わ
り
近
く
、
井
上
精
之
君
が
十
八

番
の
「
高
校
三
年
生
」
を
披
瀝
す

る
。
折
々
の
会
合
で
良
く
聞
か
さ

れ
た
が
、
こ
の
様
な
ク
ラ
ス
会
だ

と
妙
に
し
っ
く
り
来
て
青
春
時
代

が
よ
み
返
る
瞬
間
だ
。
最
後
に
み

ん
な
で
校
歌
を
歌
っ
て
散
会
。
タ

ク
シ
ー
待
ち
の
間
、
話
し
足
り
な

く
て
ロ
ビ
ー
で
雑
談
。
市
議
会
議

員
を
退
任
し
た
小
林
吉
久
君
は
目

下
、
日
本
百
名
山
踏
破
を
目
ざ
し

て
い
る
旨
。
感
服
こ
の
上
な
し
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
格
段
に
の

び
た
が
、
健
康
寿
命
と
は
約
十
年

の
差
が
あ
る
と
言
う
。
福
岡
の
し

い
の
み
学
園
の
昇
地
三
郎
さ
ん
や

聖
路
加
国
際
病
院
の
日
野
原
重
明

さ
ん
の
様
に
百
才
を
過
ぎ
て
も

尚
、
元
気
溌
剌
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
人
も
い
る
。
そ
こ
迄
は
い
か

な
く
と
も
、
せ
め
て
米
寿
ぐ
ら
い

は
健
康
で
雄
々
と
通
過
し
た
い
も

の
だ
と
思
い
な
が
ら
か
な
り
満
ち

足
り
た
気
分
で
帰
路
に
つ
い
た
。

武
山　
寛
人
（
九
回
卒
）

原
高
生
へ
の

　
活
動
支
援
に
つ
い
て

　

同
窓
会
は
、
校
内
の
他
組
織
と

協
力
体
制
を
と
り
な
が
ら
、
独
自
に

後
輩
生
徒
諸
君
に
対
し
支
援
し
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
後
、
特
に
東
京

支
部
か
ら
の
義
援
金
は
、
一
度
は
あ

き
ら
め
た
生
徒
会
行
事
、
即
ち
在
校

生
を
「
原
高
生
」
た
ら
し
め
る
活
動

を
演
出
し
た
。
地
元
に
お
け
る
同
窓

会
活
動
の
活
性
化
を
期
し
て
、
平
成

二
十
三
年
一
月
に
同
窓
会
組
織
の
強

化
策
を
検
討
し
、
そ
れ
を
受
け
「
活

動
協
力
金
」
の
募
金
活
動
を
始
め
た
。

地
元
が
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
の
復

興
を
果
た
す
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か

る
と
見
込
ま
れ
る
中
、
原
高
で
学
ぶ

生
徒
に
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
今

年
度
い
た
だ
い
た
ご
支
援
を
紹
介
し
、

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

一 「
活
動
協
力
金
」
募
金
に
つ
い
て

㈠  

件
数　
　

二
〇
三
件

㈡  

金
額　
　

五
九
万
一
五
〇
円

（
振
込
手
数
料
差
引
後
の
金
額

一
月
三
十
一
日
現
在
）

二  

義
援
金
に
つ
い
て

㈠  

市
川
市
北
方
健
寿
会
様  

二
万
円

㈡  

原
九
会（
げ
ん
き
か
い
）様  

四
万
円

㈢  

柏
葉
会
様　
　
　
　

五
万
円

㈣  

東
京
支
部
様　

一
万
九
千
円

三  

柏
曜
会
館
へ
の
寄
贈
に
つ
い
て

㈠  

遠
藤　

由
美
様

　

冷
蔵
庫
と
洗
濯
機
各
一
台

㈡  

荒　

忠
敬
様　

洗
濯
機
二
台

　

箱
根
駅
伝
で
鳴
ら
し
た
小
高
区

出
身
の
今
井
正
人
君
が
26
年
２
月

２
日
、
別
府
大
分
毎
日
マ
ラ
ソ
ン

で
日
本
勢
最
高
の
銀
メ
ダ
ル
を
手

に
し
た
。
一
段
一
段
前
進
し
て
い
る

と
自
覚
、
今
後
も
努
力
と
話
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
小
高
支
部
の
活
動

は
不
本
意
乍
ら
３
・
11
の
震
災
以

来
、
物
理
的
影
響
で
全
く
休
眠
状

態
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
高
方
部

同
窓
生
が
徐
々
に
頭
角
を
現
し
、

今
で
は
地
区
の
中
枢
を
担
う
力
に

な
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

同
窓
生
の
先
輩
と
し
て
力
強
く
、

又
誇
り
を
感
じ
て
い
る
。

　

昨
年
２
月
25
日
、
世
界
の
「
ト

ヨ
タ
」
社
長
・
豊
田
章
男
氏
が
来

市
さ
れ
た
。
市
内
ジ
ャ
ス
モ
ー
ル

内
で
盛
大
な
ト
ー
ク
シ
ョ
ウ
が
催

さ
れ
、
聴
衆
に
大
き
な
感
銘
を
与

え
た
。
そ
の
際
の
社
長
付
き
人
に

は
前
述
の
「
山
の
神
」
今
井
君
。

そ
し
て
何
と
こ
の
大
仕
事
の
中
枢

を
担
わ
れ
た
の
は
市
内
深
野
在
住

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
勤
務
の
江
本
節
子

さ
ん
。
司
会
の
彼
女
は
、
大
社
長

を
相
手
に
田
原
総
一
郎
並
に
一
流

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ウ
を
演
出
し
、
聴

衆
を
驚
か
せ
た
。
こ
れ
ら
の
役
者

は
、
社
長
を
除
き
小
高
支
部
に
属

し
た
人
々
で
あ
る
。
支
部
を
預
か

る
者
と
し
て
、
誇
り
を
感
じ
た
。

　

そ
の
小
高
地
区
は
、
３
・
11
震

災
と
原
発
事
故
の
た
め
再
起
不
能

と
言
っ
て
よ
い
位
の
大
打
撃
を
受

け
、
三
年
経
っ
て
も
街
並
み
の
復

興
は
な
ら
ず
、
今
で
は
諦
め
て
他

所
に
用
地
を
求
め
小
高
に
は
戻
ら

ぬ
覚
悟
の
方
が
増
え
つ
つ
あ
る
の

が
心
配
さ
れ
る
。
国
・
県
・
市
の

早
期
復
興
計
画
と
復
旧
を
望
む
。

　

吾
が
南
相
馬
市
に
は
相
馬
藩

六
万
石
の
藩
公
の
墓
石
・
位
牌
が

小
高
区
に
も
、
そ
し
て
関
係
市
町

に
先
祖
の
血
と
汗
で
築
か
れ
た
宇

多
郷
・
北
郷
・
中
ノ
郷
・
小
高
郷
・

標
葉
郷
・
山
中
郷
が
あ
る
。
こ
れ

を
こ
の
ま
ま
崩
壊
さ
せ
る
わ
け
に

は
参
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
い
よ
い

よ
原
高
同
窓
生
も
勿
論
、
相
馬
・

双
葉
の
住
民
挙
げ
て
在
校
生
、
同

窓
生
諸
兄
の
自
覚
と
奮
起
を
願
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

南
相
馬
市
牛
越
の
仮
設
住
宅
よ
り

小
高
支
部
長　
西
内　
眞
介

（
相
商
六
回
卒
）

来
年
度
活
動
協
力
金
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
の
活
動
協
力
金
は

４
月
か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
原
町
高
校
Ｈ
Ｐ
の

「
卒
業
生
の
皆
さ
ま
へ
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。




